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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済全体の不確実性の高まりによる急速な円高の進行や

株価の不安定な動きを背景に、企業収益や個人消費の改善に足踏み状態が続き、依然として先行き不透明な状況が

続いております。

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は21,817百万円（前年同期比2.2％増）、

売上高は繰越工事の増加により15,853百万円（前年同期比17.0％減）、うち海外工事は579百万円（前年同期比

25.6％増）となりました。

利益面につきましては、営業利益968百万円（前年同期比45.5％減）、経常利益815百万円（前年同期比58.7％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益477百万円（前年同期比60.6％減）となりました。

なお、セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

（建設工事部門）

受注高につきましては、事業用発電設備工事等が減少したことにより、前年同期に比べて部門全体として減少し

6,628百万円（前年同期比11.1％減、構成比30.4％）となりました。売上高につきましては、自家用発電設備工事

および事業用発電設備工事の減少により、前年同期に比べて部門全体として減少し4,724百万円（前年同期比29.3

％減、構成比29.8％）となり、セグメント利益は50百万円（前年同期比86.6％減）となりました。

（補修工事部門）

受注高につきましては、事業用発電設備工事が増加したことにより、前年同期に比べて部門全体として増加し

15,189百万円（前年同期比9.3％増、構成比69.6％）となりました。売上高につきましては、原子力発電設備工事

および自家用発電設備工事が減少したことにより、前年同期に比べて部門全体として減少し11,128百万円（前年同

期比10.4％減、構成比70.2％）となり、セグメント利益は1,555百万円（前年同期比22.6％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(イ) 資産

流動資産は、未成工事支出金が4,467百万円増加したものの、現金預金が3,754百万円減少したこと、および受取

手形・完成工事未収入金が3,439百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて3,181百万円減少し

54,224百万円となりました。

固定資産は、投資有価証券が55百万円減少したものの、建物・構築物（純額）が72百万円増加したこと、および

繰延税金資産が47百万円増加したことなどにより前連結会計年度末に比べて34百万円増加し25,376百万円となりま

した。

(ロ) 負債

流動負債は、電子記録債務が1,213百万円増加したものの、その他に含まれている未払金が2,023百万円減少した

こと、および未払法人税等が1,023百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて1,662百万円減少し

19,224百万円となりました。

固定負債は、ほぼ前連結会計年度末並みの3,265百万円となりました。

(ハ) 純資産

純資産は、利益剰余金が494百万円減少したこと、および自己株式が642百万円増加したことなどにより、前連結

会計年度末に比べて1,484百万円減少し57,109百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想等については、平成28年５月13日の「平成28年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期連

結累計期間および通期の連結業績予想に変更はありません。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備および構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 16,292 12,538

受取手形・完成工事未収入金 28,492 25,052

電子記録債権 3,356 3,093

有価証券 200 200

未成工事支出金 7,878 12,346

材料貯蔵品 5 5

繰延税金資産 520 238

その他 659 749

流動資産合計 57,405 54,224

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 16,226 16,152

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,147 △10,001

建物・構築物（純額） 6,078 6,151

機械・運搬具 10,433 10,480

減価償却累計額 △9,641 △9,671

機械・運搬具（純額） 792 808

工具器具・備品 1,791 1,781

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,653 △1,648

工具器具・備品（純額） 137 133

土地 4,769 4,788

リース資産 491 526

減価償却累計額 △243 △268

リース資産（純額） 248 257

建設仮勘定 360 342

有形固定資産合計 12,385 12,481

無形固定資産 149 142

投資その他の資産

投資有価証券 5,484 5,429

長期貸付金 158 149

賃貸不動産 1,078 1,078

減価償却累計額 △693 △697

賃貸不動産（純額） 385 380

繰延税金資産 293 341

長期性預金 5,300 5,300

その他 1,282 1,242

貸倒引当金 △96 △91

投資その他の資産合計 12,806 12,751

固定資産合計 25,341 25,376

資産合計 82,747 79,600
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 6,224 5,928

電子記録債務 6,253 7,467

短期借入金 111 70

リース債務 128 125

未払法人税等 1,078 54

未成工事受入金 2,628 3,438

賞与引当金 797 225

役員賞与引当金 144 34

完成工事補償引当金 56 56

工事損失引当金 285 342

関係会社整理損失引当金 130 130

その他 3,048 1,352

流動負債合計 20,886 19,224

固定負債

長期借入金 580 580

リース債務 166 171

繰延税金負債 4 4

退職給付に係る負債 2,365 2,367

その他 149 142

固定負債合計 3,266 3,265

負債合計 24,153 22,490

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 4,799 4,799

利益剰余金 49,372 48,877

自己株式 △1,728 △2,370

株主資本合計 56,443 55,306

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,730 1,362

為替換算調整勘定 △159 △152

退職給付に係る調整累計額 36 31

その他の包括利益累計額合計 1,607 1,240

非支配株主持分 542 562

純資産合計 58,593 57,109

負債純資産合計 82,747 79,600

決算短信（宝印刷） 2016年08月05日 18時09分 5ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



太平電業株式会社(1968) 平成29年３月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 19,100 15,853

売上原価 15,771 13,259

売上総利益 3,329 2,594

販売費及び一般管理費 1,551 1,625

営業利益 1,778 968

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 71 68

為替差益 43 -

固定資産賃貸料 34 37

持分法による投資利益 48 64

その他 23 35

営業外収益合計 224 208

営業外費用

支払利息 0 0

固定資産賃貸費用 21 22

為替差損 - 232

固定資産除却損 0 94

その他 4 11

営業外費用合計 25 361

経常利益 1,977 815

特別利益

固定資産売却益 - 0

ゴルフ会員権売却益 - 1

特別利益合計 - 1

税金等調整前四半期純利益 1,977 817

法人税、住民税及び事業税 332 34

法人税等調整額 397 282

法人税等合計 729 316

四半期純利益 1,247 501

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,213 477

非支配株主に帰属する四半期純利益 33 23

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 789 △368

為替換算調整勘定 △13 6

退職給付に係る調整額 0 △4

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △0

その他の包括利益合計 777 △366

四半期包括利益 2,024 135

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,990 110

非支配株主に係る四半期包括利益 33 24
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成28年５月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式621,000株の取得を行いました。この自己

株式の取得等により、当第１四半期連結累計期間において自己株式が642百万円増加し、当第１四半期連結会計

期間末において自己株式が2,370百万円となっております。なお、当該決議に基づく自己株式の取得につきまし

ては、平成28年７月15日をもって終了しております。

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

比較増減
(△は減少)

セグメントの名称
金額

(百万円)
構成比率
(％)

金額
(百万円)

構成比率
(％)

金額
(百万円)

受
注
高

建設工事部門 7,457 34.9 6,628 30.4 △829

補修工事部門 13,897 65.1 15,189 69.6 1,291

合計 21,355 100.0 21,817 100.0 462

売
上
高

建設工事部門 6,686 35.0 4,724 29.8 △1,961

補修工事部門 12,414 65.0 11,128 70.2 △1,285

合計 19,100 100.0 15,853 100.0 △3,247

受
注
残
高

建設工事部門 23,519 48.8 21,160 44.5 △2,358

補修工事部門 24,649 51.2 26,433 55.5 1,784

合計 48,168 100.0 47,593 100.0 △574

(注) １．建設工事部門は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付け

や改造工事等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事他の施工、および各種

プラント設備の解体、廃止措置等の事業。

２．補修工事部門は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業。
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